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　少子高齢化や共働き世帯の増加、定年延長、外国人住民の増加など、私たちの暮ら
しを取り巻く環境は大きく変化しています。こうした中で、地域はどのように支えしを取り巻く環境は大きく変化しています。こうした中で、地域はどのように支え
られていくべきなのでしょうか。今回の特集では、地域を支えるために活動していられていくべきなのでしょうか。今回の特集では、地域を支えるために活動してい
る自治会の役割や取組について紹介します。る自治会の役割や取組について紹介します。

地域を支える自治会地域を支える自治会
～誰もが安心して暮らせるまちをめざして～

　加入方法やお住まいの自治会がわからない
場合は、市民協働課に問い合わせてください。

    自治会に加入しませんか

　私たちの自治会では、主に環境美化活動、防犯灯や集会所の管理、盆踊
りの企画・運営などを中心に活動しています。これまで活動に参加して
きたことで、より多くの地域の人とのつながりが生まれました。この「人
とのつながり」が、社会生活においての活力につながるとともに、災害な
どの有事の際にも助け合える関係ができていることで安心感にもつな
がっています。また、市政懇談会などを通じて、地域住民の意見を市に
伝えています。今後も市と方向性を共有しながら、より良いまちづくり
を進めていきます。

人とつながる自治会活動人とつながる自治会活動

\ 地域の声を市政に /\ 地域の声を市政に /
市政懇談会市政懇談会

区長協議会連合会区長協議会連合会
会長　鷲尾孝司さん会長　鷲尾孝司さん

 わたしたちのまちは地域の活動によって支えられています わたしたちのまちは地域の活動によって支えられています
現在、市内で約200の自治会が活動しており、地域の課題に寄り添いながら、住みよいま

ちづくりを進めています。また、今後発生が予想される大規模災害には、自治会をはじめ
とする地域コミュニティによる助け合いなどが重要となります。

\ 住民同士でふれあう /\ 住民同士でふれあう /
イベント運営イベント運営

\ まちを美しく /\ まちを美しく /
環境美化活動環境美化活動

\ \ 災害に備える災害に備える / /
防災訓練防災訓練
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問 (市) 市民協働課 市民交流係(市) 市民協働課 市民交流係

道路や公園の美化、
ごみステーションの管
理をしています。

　自治会で地域の課題
を共有し、市政懇談会
などを通じて、市に地
域の意見や要望を伝え
る役割も果たしていま
す。

　防災訓練などを通じ
て、緊急時や災害時の
体制づくりに取り組ん
でいます。

地域住民の世代を超
えた交流とふれあいの
場として開催される地
域のまつりは、自治会
が中心となり、地域一
体となって取り組んで
います。
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